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京) :シンポジウム ｢食 :人間理解の新たな視
点｣.
社会構造分野
加納隆至･大将秀行･鈴木 晃
研究概要
A)中央アフリカ､ザイール森林における野生ボ
ノボの社会及び行動の研究
加納隆至･田代靖子1)
ザイール共和国ジョル地区ルオ学術保捜区のワ
ンバ森林において､El集団の社会変動とE2免田
の遊動と生息地における食物変勤の研究を行っ
た｡また､同保護区のイロンゴ森林において､ボ
ノボの密度センサスを行った｡
B)東アフリカ､タンザニアにおける野生チンパ
ンジーの研究
(1)マラガラシ北岸における野生チンパンジー
の研究
加納隆至
タンガニイカ湖東岸に注ぐマラガラシ川の北岸
リランシンパ丘陵のチンパンジーの孤立個体群の
西限を明らかにする調査を行った｡
(2)ウガラ丘陵の乾燥疎開林における野生チン
パンジーの生態研究
′ 小川秀即 )
ウガラ丘陵におけるチンパンジーのネス､トセン
サスと糞分析､チンパンジーの生息地内外の植生
調査を行い､同地域におけるチンパンジーの生息
地利用に関する研究を行った｡
(3)ルワジ川周辺のチンパンジーの分布調査
小川秀司2)
これまでチンパンジーの分布域外とされていた
ルクワ地方ルワジ川周辺で広域調査を行い､ネス
ト琴から同地域の野生チンパンジ-の生息を碓托
した｡
C)性淘汰､社会構造に対する要因としての霊長
桁のメスの繁殖戦略
大将秀行 ･光永捻子3)･柳原芳美心
霊長矧こおける性淘汰､および社会構造に影啓
をおよはすメスの性行動を研究している｡これま
で放飼群やグループケージ飼育のニホンザルにつ
いてその行動を調べてきた｡メスの生殖生理学的
解析も重要であるため､生理学者の協力も得て研
究を行っている｡
D)中央アフリカ乾燥サバンナおよび多雨林にお
ける霊長類の社会生態学的野外研究
大将秀行
カメルーン北部のカラマルエ国立公園における
バタスザルとミドリザルの野外研究を1984年よ
り稚続している.今年度は､現地調査はこれまで
調査を継続してきたグループについてセンサスを
行い､次年度調査の基礎資料とした｡熱帯林の調
査は.ガボンのプチロアンゴ自然保護区について､
霊長類の特にこれまでの情報に乏しいシロエリマ
ンガベイを中心とするオナガザル類の生息調査を
行った｡シロエリマンガベイに関しては食痕情報
より採食リストを作成した｡
E)タイ国南部の霊長頬とその森林環境の保甥に
関する基礎研究
大河秀行
1996年10月､日タイ合同研究プロジェクトに
より､タイのカオ ･ヤイ国立公園において､ブタ
オザルの生息調査､採食行勤調査を行った｡
F)インドネシア､クタイ国立公園のオランウー
タンの野生における社会､生態学的研究
鈴木晃
1983年から続けている野生オランウータンの
生態学的研究を続行している｡
(1)個体職別の下に約50平方キロメートルの税
察地に過去13年間に約50頭余りのオラウータン
の個体を祝祭してきた｡(2)性発情周期､出産
仔数等の情報が充央してきた｡(3)石炭開発の
中で石炭会社との間で､保甥に関する打ち合わせ
が進行している｡本研究は,本研究所とインドネ
シア､パジヤジヤラン大学との問で大学間協力研
究として進行されてきているものである｡
G)マカク柄の比較社会学的 ･生態学的研究
加納隆至 ･大将秀行 ･小川秀司2)･田代靖子1)
新宅広二5)･船越美穂l)
マカク類の生態 ･社会進化を明らかにするため
野外研究を行っている｡今年度はニホンザルにつ
いて､金蔀山(採食生態)､高崎山(個体群動態)､
嵐山(老齢メスの社会性)､松本盆地 (野生群の保
全生態学)において調査を行い､チベットモンキ
ーについては行動分析のまとめを行った｡
H)その他の噛乳類の社会行動研究
加納隆至 ･大滞秀行 ･小林隆6)･柳原芳美4)
半野生馬(宮崎県都井岬)､アライグマ(犬山市栗
栖)について社会行動の調査を行い､霊長類とは
異なるタイプの社会についても動物社会学的研究
ノを行っている｡
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思考言語分野 =
, 松沢哲郎 ･友永雅己
研究概要
A)チンパンジーの路知 ･言語機能の比較認知科
学的研究
松沢哲郎 ･友永雅己 ･佐簡明1)･水谷俊明l)
平田聡1)･南雲純治4)
チンパンジーとヒトを対象に∴認知 ･言語機能
の比較研究季継続しておこなった｡主として1個
体のテスト場面七､色や数の認識とその記憶の減
衰､図形パターンや表情の路知､一体性の知覚､
刺激等価性､難易度の異なる課題間の選択行勤､
トー クンの使用､コンピュータ補助のなぐりがき､
匂いと味を手がかりとした弁別学習,同時レバー
押し課題などについて実験的分析をおこなった｡
この研究テーマの一部は､藤田和生 (京大文学部)､
金沢創 (京大文学部 ･学振特別研究員)､鈴木修
司 (北大文学部院生)､上野吉- (北大実験生物
センター)､イバー ･イバーセン (ノースフロリ
ダ大学)､ドラ ･ビロ (オックスフォード大学)
との共同研究である｡
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